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1) コド楕， 1， *，誌.96巻 1号， 1965 
2) 同上。























(W alpurgis)の夜など， 悪魔は，一晩の大量征服で， カザノーヴァとドン・
ファン (DonJuan)の生涯を合わせた以上の仕事をやってのけている。
その後おんなたらしの容貌は人間的になヮた。プロヴアンプ、 (Provence)で
は， トロバドール (troubadour)のように詩的になれほかのところでは， ド
イツの神秘主義者ファウストのように，あるいは簿記のコンプレッグスにとり
2. (178) 第四巻第3号

























3) Hermann Kesten， Cas帥 ova，Translated by James Stern and Robert Pick f.rorn the 
German original， New York. 1955. p. xii， 'J寸昔太郎氏訳「カザノー グ7J，上巻 (角)1士
庫版)19-20頁。






















































4) Jb~d. ， p. vii，小松太郎氏訳，向上， 12頁。もちろんaここで40年とも寸場合，それは 1734.← 
1774年間壱さすはずである。 1774年は「回想鋸」が，ここできれているから当然であるが 1734
年は カザノー グ 7がはじめて性にめざゆた年である。
第三のカザノー グァ (3) (181) 27 
人は，むしろ，そのす〈ないことをこそ，おどろくベ雪であるかもしれ向。し
かしながら，業平の3，333人は単な 5いいったえである。信j患性壱欠くきらいな























5) Memoires， V， ii， pp. 45-50 
6) Ibid.. 111， xvii， p.418， xviii， p.431 
























































ならずしも， f". ~ ~、すぎとはなるまい。事情かくのごとくである。だから，ギャ y




























9) Memoi，es， III， ix， p.190 
10) 本稿， . 木誌， 96巻2号， 1965 



























11) 同上.96巻 1号.1965 



























12) 向上， 96巻2号.1965. 







って， ただ， それだけでほ， すまないことになる。かくて，ロッテリーとい

































が， わかった。 かれは長男で独身で， すぐれた数学者で， 財政の運営に精
通しており， あらゆる国々の商業に通暁しており， 歴史の造詣深し 才人
であり，詩人であり，色をこのむことはなはだしいひとであった(Iletait 
la:ine et celibataire， grand calculateur， verse dans les operations de 
finances.. connaissant le commerce de toutes les nations. docte en 
histoire， bel esprit， poete et grand ami des femmes)。 かれはリプノレヌ
(Livourne)の産。ネーブノレの官庁に勤務したことがあり， ホスピタノレ氏(M





14) Memoires， III， ix， pp. 192-193 
15) Ibicl" p. 192 








































































Memoires， III， ix， pp. 191-192 19) 






し，延引に延引をかさねて，あなたを無期延期に (auxcalendes grecques) 
におとしいれる己とでしょう。 他方では， デュヴェノレネー氏は， われわれ
が提携したの壱みれば， きっと，非常に，安心しましょう。すべてのジヤ
γスにおけるもうけの等一性の分析の件に関しては (quant aux rappo工ts
analytiques des gains egaux dans toutes les chances)，わた〈しは，あ















20) Ibid.， flP-.今 193-194



























22) Ibid.. p. 197 



























23) 本稿， 1，本詰， 96巻2号.1965 










をやっつけました。 もし， あなたが財務総監におねがし、になれば， われわれ
は，きっと，ロッテリーを設立することができましょう」叫と。
カノレサピギは， カザノーヴァに対して，また， こうも，いっている。 Iわた
くしたちは，この 2年もかかって，この計画音成功させるために干半万苦して
きました。そして得たものは， くだらない反対でした。その反対を，あなたは，










24) ]ぽemoire団.III， ix， p. 191 
25) Ibid.， p. 192 
26) lbid.， p.194-
























































28) Memoi'Yt!s. 111， lX， pp. 191-192 
29) 本稿 E 本誌.96巻2号 1965
30) 向上。


























31) 向上， 96巻 1号， 1965 
32) 辰野陸博士「ボ マルシェー とフヲ γス革命J48-49頁。







































































録 (leproces-verbal)に署名して帰って行った。わたくしは， すぐ， デュ
ヴェノレネ一氏にあいさつをした。かれは，したしみのある握手をしてくれた。
そしてs わたくしはかえったaヘ






de recette) 6ヶ所の提供・うりあげについて年令4干フラ Y交付の内命があ
った。そして，かれは，もちろん，よろこんで，それを，受諾した。これは10
34) Mem仰向S，111， i玄 pp. 197~198 




カノレサピギも，管理人に任命され，抽銭に年金4Tフラ/'， さらに，そ Y マ









第 1回抽畿日がきまった。当りくじは， みな， 中央ロッテリー署 (bureau










35) lbid.. p. 198 
36) Ibid 


















































































からである。それは大都市における非常に有利な条件である c そこではs 個人
の価値を，そのひとをとりまくかがやかしいもの(lebrillant) によってきめ
ることが，あまりにも一般的である。カザノーヴァの豪華は，どこでしかれ
がはいることをゆるし，どこでも，かれに信用を享受させた4九 (次回完結)
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